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筆者は現在，日本泌尿器科学会・日本病理学会・日本医学放射線

学会による三学会共編の『泌尿器科・病理 前立腺癌取扱い規約』

第 4版(金原出版)の病理編担当の委員長として，ほかの 5名の病理

系委員とともに，来年刊行を目指した改訂作業を進めているところ

である．約 10 年ぶりの改訂だが，前世紀末に比べても，前立腺癌

の診断・治療には大きな変化がみられる．

前立腺癌の最終検査である針生検組織診は今日では十数片ないし

20 片程度の検体採取が行われる．つまり，その片数分だけ繰り返

し前立腺に針が穿されるわけである．筆者はすでに前立腺癌“適齢

期”に突入して久しいが，これまで何となく PSA 検査を敬遠して

きた．しかし，今年は一念発起して検査を受けたところ，値は低

く，胸をなでおろしたところである．この安堵感には，ただ単に癌

ないしその可能性の宣告を免れることができたということのほか

に，あの生検をとりあえず逃れることができたという気持ちも含ま

れている．しかし，この PSA 測定はこれからも適当な間隔をおい

て受け続けることになるが，検査結果を待つたびごとに同じ思いを

しなければならないのかと思うと気が重くなる．ところで 10 年ほ

ど前は“6 箇所生検”といって，6 片の組織を採取するのが一般的

であり，それでも随分，採取片の数が多い大変な検査だと思ってい

たが，現在は前述の様にその 2∼3 倍の片数が採取される．時代と

ともに侵襲性を増し，患者の苦痛度が高まるとは，検査としては珍

しい部類に属するのではないだろうか．

針生検組織診に準じる検査/診断として，かつて穿刺吸引細胞診

(fine needle aspiration；FNA)が一世を風靡していたことがある．

穿刺針が細いので，無麻酔状態で経直腸的に検体採取が行えるとい

うものであった．新鮮な状態での検体が得られるために，変性によ

るバイアスが加わらないという利点もあったが，今日の泌尿器科診

療の現場が望んでいるグリソン分類に全く対応できず，廃れてしま

った．しかし，患者の立場からすると，この低侵襲性の FNAが復

権し，最終診断の役割を再び担ってくれれば大いなる福音である．

そのためには細胞診関係者に，是非とも細胞所見からグリソン・ス

コアを推定する新たな診断体系を確立していただきたいと願ってい

る． (坂本穆彦)

バックナンバー

｢今月の主題」一覧
第 51 巻(2007 年)

13 胎盤

第 52 巻(2008 年)

�号 インフルエンザ診療のブレークスルー

� 輸血の安全管理

� アルツハイマー病の最近の進歩

� 歯科からみえる全身疾患

� 自己免疫疾患の診断

� エピジェネティクスと臨床検査

� 腎移植

	 自然免疫と生体防御レクチン


 アスベストと中皮腫

10 結核

11 (増刊号)ホルモンの病態異常と臨床検

査

12 平衡機能検査

13 凝固制御

第 53 巻(2009 年)

�号 ウイルス感染症─最新の動向

� 生体内微量元素

� 臨床検査コンサルテーション/診療支援

� 妊娠と臨床検査

� 免疫不全症候群と遺伝子異常

� 食中毒

� 唾液の臨床検査

	 漢方薬・生薬と臨床検査


 脳磁図で何がわかるか？

10 血栓症と臨床検査

11 (増刊号)医療・福祉施設における感染

制御と臨床検査

12 オートファジー

〔バックナンバーのお取り扱い〕
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